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２０１９年度 教員免許状更新講習要項 
 
 

平成 19 年 6 月に教育職員免許法が改正されたことにより、平成 21 年 4 月 1 日から教員免

許更新制が導入されております。 
 改正法の施行前（平成 21 年 3 月 31 日以前）に授与された普通免許状及び特別免許状（旧

免許状）については、免許状に引き続き有効期限を定めていませんが、現職教員が定められ

た修了確認期限までに更新講習を受ける義務が課せられております。最初の修了確認期限は、

35 歳、45 歳、55 歳で迎える年度末としております。 
（制度に関する詳細は、文部科学省および各都道府県教育委員会のホームページ等で確認して下さ

い。） 
文部科学省の「教員免許更新制」に関するホームページ 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm 
 

 免許状更新講習は、必修領域、選択必修領域として 12 時間以上と、選択領域として 18 時

間のあわせて 30 時間以上を受講し、修了することが必要です。 
 今年度本学では、文部科学大臣の認定を受けて上記選択領域の教員免許状更新講習を開設

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm
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§開 設 講 習 
◇ 選択領域 
第１日目：テーマ「農」 

講 習 名  
「食料自給率向上のために」 
①食料自給率向上のための北海道農業の役割 
②DNA を見てみよう 

定 員 40 名 

対 象 小・中・高等学校教諭（主として理科・農業）、

栄養教諭 受講料 7,000 円 
（実験実習費 1,000 円含む） 

開催日時 平成 31 年 7月 31日（水） 9：30 ～ 17：30 （講習：6時間） 

担当講師 相原 晴伴（農食環境学群循環農学類 教授） 
我妻 尚広（農食環境学群循環農学類 教授） 

講習内容 

①食料自給率とは、国内の食料消費が国内生産でどの程度まかなえているのかを示

す指標です。わが国の食料自給率は、長期的に低下傾向で推移し、近年では約 40％

となっています。こうした低い食料自給率に対し国民は不安感を持っており、その

向上が大きな課題となっています。食料自給率向上のためには、生産面の取組だけ

ではなく、消費面での「食育」の推進が不可欠です。今回の講習では、生産者と消

費者との連携強化による「食育」への具体的な取組事例を紹介し、「食育」を推進

するためにはどのような方策が必要かを検討します。 

②最近、ＤＮＡという言葉をよく耳にするようになりました。しかし、ＤＮＡを見

る機会は少ないと思います。そこで、実際にブロッコリーからＤＮＡを抽出して見

てもらおうと思います。さらに、塩基配列の解析手法にちょっとだけ触れるなかで、

ＤＮＡの働きについて理解を深めてもらおうと考えています 

 
 
第２日目：テーマ「食」 

講 習 名 
「食品が食卓に届くまで」 

①農産物の品質を保持するための最新の技術 
②農産物のブランディング 

定 員 40 名 

対 象 小・中・高等学校教諭（主として理科・農業）、

栄養教諭 受講料 7,000 円 
（実験実習費 1,000 円含む） 

開催日時 平成 31 年 8月 1日（木） 9：30 ～ 17：30 （講習：6時間） 

担当講師 樋元 淳一（農食環境学群食と健康学類 教授） 
長村 知幸（農食環境学群食と健康学類 講師） 

講習内容 

①食品の素材となる農産物の品質を保ちながら、貯蔵、流通させるための技術につ

いて、身近な青果物を例に最新の研究から実用技術に至るまでの過程を紹介する。

また、農産物の品質を保持する手段の一つとして包装があげられる。包装を考える

場合、農産物の生理やそれが置かれる環境を十分に把握しておく必要がある。農産

物の呼吸生理や輸送環境と包装資材について簡単な実験を行う。 

 

②これまで安全でおいしい農産物は作れば売れる時代が長く続いていたが、良いも

のが選ばれるという時代になってきている。今の時代の競争を勝ち抜くためには、

農産物ブランディングが必要である。本講義では、農産物の価値をブランドとして

アピールする活動である農産物ブランディングについて様々な事例を踏まえなが

ら分かりやすく解説を行う。 
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第３日目：テーマ「環境・生命」 

講習名 

「環境問題について考える」 

①野生動物の保全管理に必要な能力 

②気象災害から児童・生徒を守る 

③SDGｓ、わたしたちにできること 

定 員 40 名 

対 象 小・中・高等学校教諭（主として理科・農業） 受講料 6,000 円 

開催日時 平成 31 年 8月 2日（金） 9：30 ～ 17：30 （講習：6時間） 

担当講師 
立木 靖之（農食環境学群環境共生学類 准教授） 

馬場 賢治（農食環境学群環境共生学類 准教授） 

押谷  一（農食環境学群環境共生学類 教授） 

講習内容 

①全国的に野生動物と人との共存のあり方が問われており、本学でも野生動物の保

護管理（マネジメント）に関する研究や仕事を志望する学生も多い。こうした学生

は、「とりあえず狩猟免許を取った」「銃砲所持免許を取りたい」などと言ってくる

ことが多いが、実はこの問題解決に向けて最も重要な技術は人間のマネジメントで

ある。野生動物問題を題材に、どのようにコミュニケーション技術や合意形成の技

術が用いられているか紹介したい。 

 

②マスメディア等でも連日報道されているように最近の気象はシビアになってき

ている。学校現場においても気象災害により子供の命が失われる残念なニュースが

増えている。多くは災害に対する知識や心掛けがあれば防ぐことの出来るものばか

りであった。本講座では、学校内外を問わず気象災害から子供を守ることを念頭に

置き、気象災害の背景や注意事項、対策を中心に展開する。 

 

③SDGsは世界が 2016年から 2030年までに達成すべき 17の環境や開発に関する国

際目標“Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）”の略称。国連持

続可能な開発サミットが定めた地球環境や気候変動に配慮しながら、持続可能な暮

らしや社会を営むための、政府や自治体、非政府組織をはじめ民間企業や個人の共

通目標である。本講義では、わたしたちができることをワークショップによって考

えていく。 
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§申込み手続き・日程 
 
 
 
 
 
 
（１） 受講申込受付期間 ５月７日（火）１３：００～５月１７日（金）１７：００まで 

・本学ＨＰ上の教員免許状更新講習仮申込受付フォームに必要事項を入力の上お申込みく

ださい。お申込み順（先着順）により受講者を決定いたしますのでご希望の方は早めに

お申込みください。定員に達した時点で申込みを締め切ります。 

・上記受付期間以外の手続きについては、受付いたしません。 

・記入事項に不備のある場合には連絡先メールアドレスに連絡をとらせていただきます。 

 
（２） 受講者決定の通知 ５月２１日（火） 

・受講決定の可否について、連絡先メールアドレスに通知いたします。通知が届か 
ない場合には、５月２４日（金）以降に問い合わせ先までご連絡願います。 

 
（３）受講手続 ～６月１３日（木） 

受講決定者には、受講決定通知と受講手続書類一式を郵送します。なお、５月３１日

(金)までに未着の場合は、問い合わせ先までご連絡願います。 

① 受講料の支払 

同封する振込用紙にて振込んでください。受講料納付後の振替払込受付証明書 

を受講手続き書類として提出していただきますので、書類の提出に間に合うよう 

振込みください。 

② 受講手続書類の提出 

以下の書類を６月１３日(木)必着でご返送ください。締め切りまでに提出のな 

い場合は、受講できないことがあります。 

ア. 受講申込書（顔写真貼付 縦４cm×横３cm） 

イ. 受講料納付後の振替払込受付証明書(お客様用) 

ウ. 事前アンケート（記載いただいた内容が講習に反映されない場合もござい 

ますので、ご了承ください。） 

エ. 顔写真 1枚（受講者証用 縦４cm×横３cm） 

※顔写真はアとエを合わせて 2枚必要になります。 

 

※ 提出書類に不備がある場合には、連絡先メールアドレスに連絡をいたします。 
 

（４）受講許可通知と関係書類の送付 ７月上旬頃 

      受講料の振込みと返送書類が確認できた方に、受講許可通知と関係書類を郵送します。

なお、７月１２日(金)までに未着の場合は、問い合わせ先までご連絡願います。 

 

※ 受講取り消しによる受講料の返還について 

６月２８日(金)までに取消の申し出があった場合は、受講料(6,000円)の７割を返還い 

  たします。実験実習費がある場合は、返還額に加算します。それ以降の取り消しにつ 

  いては、返金できませんのでご了承下さい。 

 
※ 受講手続期日（６月１３日(木))までに手続きが完了しない場合（必要書類が提出され 

 
受講申込み 
 

 
受講者決定の 
通知 
(E-Mail にて) 

 

 
 受 講 手 続 き 
受講料の納入 
必要書類の提出 

 

 
受講許可通知 
の送付 (受付専用ﾌｫｰﾑより) 

(先着順) 
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ない、受講料の振込がされない等）には、受講する意思がないものとして取り扱います。 
 
§講習当日 

 受講日 ７月３１日（水）・８月１日（木）・８月２日(金) 

初日は、受付で受講許可通知を提示してください。受講者証をお渡しします。 

受講者証は、講習の受講や試験の受験のために必要となります。 

 

§修了認定試験 
修了認定試験の方法は、「筆記による試験」の方法で行います。テキスト等の持ち込み

を認めることがあります。その場合は担当講師の指示に従ってください。 

修了認定試験に出題する問題は、講習内容について基礎的な知識・技能を図ることを基 

本とします。出題の範囲は、講習の内容を反映させたものとします。 

 

§履修認定 

 履修証明書の発行 ８月末頃を予定 

受講した講習の修了認定試験合格者には履修証明書を送付します。 
 

§その他 

・遅刻、早退、欠席について 
教員免許状更新講習の時間数は教育職員免許法で定められているものです。遅刻、早退、 
欠席することは定められた講習時間を受講したことにならず、履修認定できませんので 
十分注意してください。 
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講習会場までのアクセス 

＜本学所在地＞〒069-8501 北海道江別市文京台緑町 582 番地  
TEL：011-386-1111(代) FAX：011-386-1214 

＜交通機関＞ 

（1）新千歳空港から 

空港地下の JR 新千歳空港駅から｢快速エアポート｣で新札幌駅(約 30 分)下車の場合(2)に続く。

札幌駅(約 40 分)下車の場合(3)に続く。 

（2）新札幌駅から 

新札幌バスターミナル北レーンから｢JRバス10番のりば｣、｢夕鉄バス12番のりば｣ で野幌・江別・

岩見沢・南幌・あけぼの団地方面行きに乗車し、とわの森三愛高校前または酪農学園前(約 20

分)下車、徒歩約 5 分。学園構内経由便も運行。 

（3）札幌駅から 

函館本線江別・岩見沢方面行きＪＲで大麻駅(快速約 10 分、普通：約 25 分）下車、大麻駅南口か

ら徒歩約 10 分。 

（4）札幌市営地下鉄では 

大通り駅で地下鉄東西線に乗り換え、新さっぽろ駅(約 20 分)下車し、(2)に続く 

 

※ できる限り公共交通機関をご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酪農学園大学 教職センター 

〒069-8501 

江別市文京台緑町 582 番地 

TEL・FAX：011-386-1383 

E-Mail：kyoushok@rakuno.ac.jp 

http://www.rakuno.ac.jp/ 

≪ 問合せ・手続書類送付先 ≫ 
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